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１ 報告事項

１-1．これまでの経緯等
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平成23年度～平成24年度 緊急対策着手（旧施設（60㎥/日）に促進酸化設備設置、遮水壁内外の揚水浄化実施（H24.3～））

平成25年度～ 恒久対策着手（平成25年３月26日 環境大臣変更同意）

平成28年10月 廃棄物残置エリアの遮水壁補強工完了

平成29年１月 第１回効果検証委員会（廃棄物等の掘削・揚水浄化について）

平成29年11月 廃棄物撤去エリアの廃棄物撤去完了

平成31年２月 第２回効果検証委員会（井戸設置・揚水浄化について）

平成31年4月 新水処理施設（19㎥/日）完成 （新旧合計 79m3/日）

令和元年６月 第３回効果検証委員会（井戸設置・揚水浄化について）

令和2年2月～令和3年2月 注水試験実施（北側：R2.2～R3.2、南側：R2.11～R3.2）

令和2年4月 第４回効果検証委員会（井戸設置・注水試験について）※書面開催

令和2年7月 第3帯水層の揚水停止

令和2年12月 第５回効果検証委員会 （支障除去対策の終了に向けた評価手法について）※Web開催

令和3年4月 揚水全停止（～令和３年９月）

令和3年９月 第６回効果検証委員会 ※水処理施設の撤去について、支障除去等事業完了後のモニタリングについて
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1-1-1 対策事業の経緯等
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廃棄物残置エリア廃棄物掘削エリア

令和2年2月撮影

1-1-2 事案地の現況（航空写真）
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1-1-3 第５回効果検証委員会（令和２年１２月）の概要

１ 報告事項
1-1 事案地の概況（R2.8時点）

第１帯水層 環境基準に適合（H23以降、環境基準に適合）
第２帯水層 遮水壁北側近傍及び南東側エリアに汚染残留
第３帯水層 遮水壁北側近傍及び南側エリアに汚染残留

２ 協議事項
2-1 支障除去の評価手法

支障除去エリアを２つに区分 （８ページ）
エリア①の濃度年平均値が環境基準を満足（令和４年度末時点）→ 特措法事業終了 （７ページ）
※個別の井戸で評価するのではなく、エリアごとに存在する全ての井戸から年平均値を算出する。

2-2 揚水の停止・再開及びモニタリング
R3.4～R3.9 ：揚水停止
R3.10～R4.6 ：揚水再開（最大９カ月間 揚水実施）
（モニタリング地点：エリア①及びエリア②全井戸、エリア外（河川北側等）井戸、河川水）

※壁内：管理値（0.5mg/L）適合。モニタリング継続（参考資料②）

2-3 汚染残留箇所（遮水壁北側近傍）の対策

（22～31ページ）

2-4 水処理施設の撤去について

（35～38ページ）
第６回委員会における協議事項

浄化促進井戸を設置したうえで、令和３年１２月から令和４年６月
まで、最大７カ月間 揚水浄化を実施。



水処理施設
（旧施設）
撤去等に
ついて

エリア①
環境基準を満足
（年平均値） エリア②

環境基準を満足
（年平均値）

全ての井戸
環境基準を満足

R5年
4月

リスク管理モニタリング

7

判断基準 最終目標

R4年
２月

R3年
９月

R3年
4月

効果確認モニタリング
（R3～R4 2年間）

揚水停止

揚水浄化
（旧施設）

※特措法事業完了後に、地域住民の安心のため
の取組としてモニタリングを実施する。

第６回委員会においてモニタリング方針を提示
し、第７回委員会（R4.2）において計画案を示
す。

地
下
水
濃
度

対
策
内
容

評

価

水処理施設
（新施設）
撤去等に
ついて

1-1-4 第５回効果検証委員会（令和２年１２月）の概要

エリア①
環境基準を満足
（年平均値）

R4年
10月

支障除去
見込評価

支障除去
完了

第６回委員会
（今回）

第7回委員会 第8回委員会

揚水浄化

旧施設
撤去着手
(R4.3)

揚水浄化
（新施設）

新施設
撤去着手
(R4.6)

浄化促進
（R3.11～R4.6）

※浄化促進範囲の
新設井戸で揚水浄化実施

※特措法事業の完了の指標
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1-1-5 第５回効果検証委員会（令和２年１２月）の概要
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エリア①
支障除去実施の範囲
（エリア②を除く）

エリア②
遮水壁近傍エリア

（事業完了後も一定のリスク
管理が可能な範囲（土地の形
質変更の制限等））

エリア区分

第５回委員会における委員意見に基づき、分かりや
すい表現に修正しました。

＜エリア区分理由＞※前回表現
エリア②は、令和5年度以降、遮水壁内と一体的に
廃棄物処理法に基づく指定区域に指定することによ
り、土地改変等の利用を制限する区域となる。県に
よる一定のリスク管理が可能となることから、エリ
ア①と同様に評価することが必ずしも適当であると
は考えられないため、エリアを区分した。

【今回修正】



1-1-6 河川水、遮水壁外 第1帯水層 モニタリング地点
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15-1-1

B9-1

オ-1

15-4-1

15-5-1

カ-1

B4

22-14-1

22-15-1

22-8-1

22-9-1

22-3-1

22-7-1

22-5-1

22-20-1

22-19-1

22-21-1
H-1

22-4-1

12-6-1

14-1-1

B7-1

21-2-1

エリア① （17本）

エリア外 （ 4本）

エリア② （ 2本）



1-1-7 遮水壁外 第２帯水層 モニタリング地点
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15-1-2

22-18-3-2

カ-2
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22-6-2
エリア① （32本）

エリア外 （ 3本）
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1-1-2 30-3-2
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1-1-8 遮水壁外 第３帯水層 モニタリング地点
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15-1-3

22-18-3-2

カ-3

22-14-3

22-15-3

エ-3

22-7-3

22-5-3

22-20-3

22-19-3

22-21-3

22-4-3

22-6-3エリア① （26本）

エリア外 （ 2本）

エリア② （ 8本）

1-7-3

1-9-3

B7-3
14-2-2-3

22-1-3

M2-3

22-13-3

B2-2-3

B11-3

F-3

30-1-3

1-8-3
29-1-3

15-4-2-3

H2-3

22-3-3
オ-2-3

22-16-3

22-9-3

15-3-2-3

I-2-3

A6-2-3

イ-3



１ 報告事項

1-２．1,4-ジオキサン浄化対策の進捗状況
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1-2-1 遮水壁外 第1帯水層 1,4-ジオキサン濃度の状況（令和３年５月）
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15-1-1

B9-1

オ-1

15-4-1

15-5-1

カ-1

B4

22-14-1

22-15-1

22-8-1

22-9-1

22-3-1

22-7-1

22-5-1

22-20-1

22-19-1

22-21-1
H-1

22-4-1

12-6-1

14-1-1

B7-1

21-2-1

: 環境基準値を満たしている井戸

総数 適合 不適合

エリア① 17 17 0

エリア② 2 2 0

エリア外 4 4 0

・平成23年度以降、環境基準に適合 （環境基準の1/10以下で推移）

・令和３年度（5月）・・・全地点で環境基準（0.05mg/L）に適合 （環境基準の1/10以下）
※揚水停止中



1-2-2 遮水壁外 第2帯水層 1,4-ジオキサン濃度の状況（令和３年５月）
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15-1-2

22-18-3-2

カ-2

22-14-2

22-15-2

22-8-2

22-3-2

21-9-2

22-5-2

22-20-2

22-19-2

22-21-2

22-4-2

21-7-2

22-6-2

1-1-2 30-3-2
1-3-2

1-2-2

30-6-2

30-4-2 1-4-2

30-1-2

1-11-2

26-2-2

1-13-2

B7-2

21-6-2

30-2-2

1-12-2

14-2-1-2

22-1-2

M1-2

22-13-2

B5-2

1-5-2

1-6-21-15-2

1-14-2

B2-1-2
22-10-2(欠測)

22-16-2

I-1-2

1-16-2

15-3-1-2

30-5-2

: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

・令和３年度（5月）・・・主に遮水壁北側近傍において環境基準（0.05mg/L）超過がみられる。
※揚水停止中

総数 適合 不適合

エリア① 32 29 2

エリア② 11 5 6

エリア外 3 3 0

※欠測（1）



1-2-3 遮水壁外 第3帯水層 1,4-ジオキサン濃度の状況（令和３年５月）
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15-1-3

22-18-3-2

カ-3

22-14-3

22-15-3

エ-3

22-7-3

22-5-3

22-20-3

22-19-3

22-21-3

22-4-3

22-6-3

1-7-3

1-9-3

B7-3
14-2-2-3

22-1-3（欠測）

M2-3

22-13-3

B2-2-3

B11-3

F-3

30-1-3

1-8-3
29-1-3

15-4-2-3

H2-3

22-3-3
オ-2-3

22-16-3

22-9-3

15-3-2-3

I-2-3

A6-2-3

イ-3

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

・令和３年度（5月）・・・遮水壁北側近傍及び南側において環境基準（0.05mg/L）超過がみられる。
※揚水停止中

総数 適合 不適合

エリア① 26 21 4

エリア② 8 5 3

エリア外 2 2 0

※欠測（1）



平成28年9月（廃棄物撤去前）平成24年2月（恒久対策事業着手前）

基準超過面積：2,717㎡

基準超過面積：1,197㎡

基準超過面積：3,577㎡
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令和2年1月（廃棄物撤去後・注水試験開始前）

1-2-4 遮水壁外 第2帯水層 1,4-ジオキサン浄化の推移

次ページへ

揚水停止中



1-2-4 遮水壁外 第2帯水層 1,4-ジオキサン浄化の推移
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令和3年3月
（注水試験終了後）

基準超過面積：391㎡

令和3年5月（揚水停止後１か月） ・南東側エリアは1-14-
2(0.06mg/L）周辺にコン
ターが存在

・遮水壁北側近傍は引き続き汚
染が残留

＜南東側エリア＞
コンターが消滅

基準超過面積：416㎡

令和2年8月（第2期注水試験後）

＜北側エリア＞
遮水壁沿いに汚染が残る
R2年2月～R3年2月まで
注水試験を実施

＜南東側エリア＞
浄化の進捗が鈍化傾向
R2年11月～R3年2月まで
注水試験を実施

基準超過面積：289㎡

＜北側エリア＞
コンターが縮小

令和3年４月

揚水停止

＜南東側エリア＞
1-14-2(0.06mg/L）周辺に

コンターが存在

令和2年2月
～令和3年2月

注水試験実施

揚水停止中

基準超過
面積（㎡）

平成24年2月 恒久対策事業着手前 3,577
平成28年9月 廃棄物撤去前 2,717
令和2年1月 廃棄物撤去後 1,197
令和2年8月 第2期注水試験後 416
令和3年3月 注水試験終了後 289
令和3年5月 揚水停止後１か月 391



基準超過面積：6,428㎡

平成28年9月（廃棄物撤去前）平成24年2月（恒久対策事業着手前）

基準超過面積：2,514㎡
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令和2年1月（廃棄物撤去後）

基準超過面積：178㎡

1-2-5 遮水壁外 第3帯水層 1,4-ジオキサン浄化の推移

令和2年7月

揚水停止

※R2年2月に概ね全ての井
戸で環境基準レベルまで浄
化が図られたため、R2年7
月から揚水停止

次ページへ

揚水停止中



基準超過面積：536㎡

1-2-5 遮水壁外 第3帯水層 1,4-ジオキサン浄化の推移

19

令和3年1月（揚水停止後７カ月）令和2年8月（揚水停止後1カ月）

基準超過面積：925㎡

・揚水停止後（R2.7～）、遮
水壁北側近傍及び南側において
濃度の上昇が見られる箇所があ
るものの環境基準付近の濃度で
推移している。

令和3年5月（揚水停止後11カ月）

基準超過面積：1,090㎡

井戸孔曲りにより、R2.4以降 採水器具
（ベーラー）による採水ができない状態。
代替の揚水方法によりR3.8にモニタリング
を再開する。(22-1-3)

揚水停止中

揚水停止中

揚水停止中

15-1-3
0.098mg/L

1-8-3
0.088mg/L

22-4-3
0.058mg/L

22-5-3
0.051mg/L

オ-2-3
0.068mg/L

基準超過
面積（㎡）

平成24年2月 恒久対策事業着手前 6,428
平成28年9月 廃棄物撤去前 2,514
令和2年1月 廃棄物撤去後 178
令和2年8月 揚水停止後1カ月 536
令和3年1月 揚水停止後7カ月 925
令和3年5月 揚水停止後11カ月 1,090南側は環境基準に近い濃度で推移

15-1-3
0.068mg/L

1-8-3
0.032mg/L

22-4-3
0.015mg/L

22-5-3
0.13mg/L

オ-2-3
0.014mg/L

15-1-3
0.060mg/L

1-8-3
0.056mg/L

22-4-3
0.014mg/L

22-5-3
0.11mg/L

オ-2-3
0.10mg/L



1-2-6 遮水壁外の井戸別の浄化状況について（令和３年5月時点）

・遮水壁北側近傍の第２及び第３帯水層（下図）に汚染の残留が見られる
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: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸
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エリア②

第３帯水層

第２帯水層 第２帯水層 第２帯水層

第３帯水層

M-2-3
M-1-2

21-6-2
B7-3B7-2

B7-1

H21-7-2
15-1-1
15-1-2

15-1-3

22-9-1
22-9-3

イ(12-10)

22-20-1 22-20-2

22-20-3

県道四日市多度線

嘉例川クリ－ンセンタ－

I-1-2

I-2-3

15-5-1

22-21-1
22-21-2
22-21-3

カ-3

22-15-3

22-15-2
22-15-1

22-6-2
22-6-3

12-2Gr Co

22-14-3
22-14-2

22-14-1

15-3-1
15-3-2-3

22-7-1
22-7-3

21-9-2
22-4-3

22-4-1

22-5-1
22-5-2
22-5-3

22-8-1

22-8-2

LG20

A6-1

カ-2
カ-1

15-4-2-3

A6-2-3

オ-2-3

21-2-1

H-1 H-2-3

22-3-1
22-3-2

22-3-3

G

二級河川 嘉例川

0 10m

S=1:800(A3)

26-2-2

22-19-1

22-19-2

22-19-3

22-1-2
22-1-3

14-2-1-2

B2-1-2
B2-2-3

22-16-2
22-10-2

エ-3

29-1-3 14-2-2-3

F-3

22-16-3
B11-2

22-13-3
22-13-2

30-1-2

30-2-2

30-4-2

1-3-2

1-4-2

1-2-2

30-3-2

1-11-2

1-13-2

1-12-2

1-1-2

1-8-3

1-9-3

1-6-2

1-5-2

1-10-3

1-7-3

30-1-3

30-6-2

30-5-2

21-4-2

1-14-2

1-16-21-15-2

12-6-1

B4-1

14-1-1

15-4-1

オー１

B5-2

B9-1-2

22-18-3-2



1-2-7 遮水壁外のエリア別の浄化状況について（令和３年5月時点）

エリア①
全帯水層で環境基準（0.05mg/L）年平均値に適合している。

エリア②
遮水壁北側近傍の第２及び第３帯水層で環境基準（年平均値）超過がみられる。

※年平均値は５月、８月、１１月、２月のモニタリング結果から算出する。

エリア別の濃度平均値
（令和３年５月のみ）

21

浄化促進を実施

(現時点においても特措法事業終了
の判断基準に適合している）

濃度

（mg/L）
井戸数

濃度

（mg/L）
井戸数

第１帯水層 <0.005 17 <0.005 2

第２帯水層 0.016 32 0.18 11

第３帯水層 0.019 26 0.072 8

エリア① エリア②



１ 報告事項

1-３．遮水壁北側近傍における
1,4-ジオキサン浄化促進について

22
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1-3-1 井戸設置工事について

＜第５回委員会＞
エリア②の遮水壁北側近傍における揚水浄化等の実施にあたっては、令和３年夏頃までの濃度状況を注視し判

断する。

＜対応＞
令和３年５月（揚水停止後１カ月）時点で汚染の残留が見られることから、井戸（1-4-2、30-4-2、30-6-2、
29-1-3、1-9-3）を含む区間において掘削部分に井戸を設置し揚水浄化を行う。

エリア② 遮水壁北側近傍

汚染残留

エリア②

: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

1-4-2

29-1-3

30-6-2

30-4-2 1-9-3
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1-3-2 井戸設置工事について
①井戸設置時期・工法

掘削及び井戸設置工事は令和３年１１月に実施予定。工期、施工性、費用をふまえ「オールケーシング工法」を基
本に実施する。掘削イメージは下図のとおり。

②掘削深度
・調査ボーリング結果（R3.7） ・・・第２-第３帯水層間の不透水層に汚染残留が見られる（26,27ページ）
・地下水モニタリング結果（R3.5）・・・第３帯水層に汚染残留が見られる（27ページ）

GL-19m（第３帯水層下の不透水層上部から5m下）を基本に掘削する。

③掘削後の揚水浄化
掘削部分に井戸を設置（第２帯水層：３本、第３帯水層：３本）し、揚水浄化を行う。
実施期間は最大７カ月を予定する。（工期の調整等により可能な限り実施する。）

井戸設置イメージ

※桃色部分：オールケーシングによる掘削。

第２帯水層

第３帯水層 1-4-2

29-1-3

30-6-2

30-4-2 1-9-3

（新設）
3-1-2
3-1-3

（新設）
3-2-2
3-2-3

（新設）
3-3-2
3-3-3

: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

既設井戸

（廃止）

30-4-2

30-6-2
29-1-3 1-4-2 1-9-3

新設井戸
3-1-2 3-1-3 3-2-2 3-2-3 3-3-2 3-3-3

2.0m2.0m 2.0m

19m
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1-3-３ 調査ボーリングについて

実施日 ：令和３年７月１９日～２０日
目的 ：掘削深度の検討
調査地点：汚染残留箇所（30-4-2,1-4-2）の中間地点
掘削深度：GL-19m（第３帯水層下の不透水層まで）
調査項目：1,4-ジオキサン（GL-4mからGL-19mまで１ｍごとに試料採取）

調査ボーリング地点

掘削状況
1-4-2

29-1-3

30-6-2

30-4-2 1-9-3



（mg/L）

0.037

0.016

0.22

0.059

0.005

0.034

0.010

<0.005

<0.005

<0.005

<0.005

<0.005

<0.005

<0.005

<0.005

0m

1m

2m

3m

4m

5m

6m

7m

8m

9m

10m

11m

12m

13m

14m

15m

16m

17m

18m
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1-3-4 調査ボーリング結果について

不透水層
（第３帯水層下）

第３帯水層

不透水層
（第２ー第３帯水層間）

第２帯水層

不透水層
（第１ー第２帯水層間）

第１帯水層

・第２ー第３帯水層間の不透水層に環境基準を超える
1,4-ジオキサン汚染の残留が確認された。
・第３帯水層以深に汚染は見られなかった。

5～9ｍ 廃棄物臭あり
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1-3-5 遮水壁北側近傍の地質断面図について

・第2、第３帯水層（地下水）及び、第２-第３帯水層間の不透
水層（土壌）に汚染残留が見られることから、GL-19m（第３
帯水層下の不透水層上部から5m下）を基本に掘削する。

・掘削範囲の地層は粘土層と砂礫層が入り組んだ構造となって
いることに留意し井戸仕上する。
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29-1-3（第3帯水層)
0.26mg/L (R3.5)

30-4-2（第2帯水層)
0.10mg/L (R3.5) 1-4-2（第2帯水層)

1.3mg/L (R3.5)

1-9-3（第3帯水層)
0.13mg/L (R3.5)

（第２-第３帯水層間)
0.22mg/L (R3.7)
※土壌溶出試験

掘削・井戸設置
: 地下水質

: 地下水質

: 土壌溶出試験
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1-3-7 浄化促進により見込まれる効果について（エリア②）

浄化促進により「エリア② 環境基準を満足（年平均値）」の早期達成が見込まれる。

エリア①
環境基準を満足
（年平均値） エリア②

環境基準を満足
（年平均値）

全ての井戸
環境基準を満足

R5年
4月

リスク管理モニタリング

判断基準 最終目標

R4年
２月

R3年
９月

R3年
4月

効果確認モニタリング
（R3～R4 2年間）

地
下
水
濃
度

対
策
内
容

評

価

エリア①
環境基準を満足
（年平均値）

R4年
10月

水処理施設
（旧施設）
撤去等に
ついて

水処理施設
（新施設）
撤去等に
ついて

支障除去
見込評価

支障除去
完了

第６回委員会
（今回）

第7回委員会 第8回委員会

揚水停止

揚水浄化
（旧施設）

揚水浄化

旧施設
撤去着手
(R4.3)

揚水浄化
（新施設）

新施設
撤去着手
(R4.6)

浄化促進
（R3.12～R4.6）

※浄化促進範囲の
新設井戸で揚水浄化実施

※特措法事業完了後に、地域住民の安心のため
の取組としてモニタリングを実施する。

第６回委員会においてモニタリング方針を提示
し、第７回委員会（R4.2）において計画案を示
す。

※特措法事業の完了の指標



1-3-8 浄化促進により見込まれる効果について（エリア② 第２帯水層）

29

1-1-2
30-3-2

1-4-2

1-2-2

30-4-230-6-2

30-1-2 1-13-2 30-2-2 カ-2

22-18-3-2

掘削及び揚水浄化により汚染残留箇所の新設井戸がすべて環境基準に適合した場合、エリア②（第２帯水層）も環境
基準（年平均値）に適合することが見込まれる。

新設井戸が環境基準に適合
した場合のエリア平均

汚染残留

R3.5 エリア平均 環境基準に適合
29

【条件】
①エリア②内の井戸の濃度が現状維持で推移
②浄化促進箇所の新設井戸（３本）が環境基準に適合

1-1-2 0.064

30-3-2 0.081

1-2-2 0.046

30-6-2 0.13

30-4-2 0.10

1-4-2 1.3

30-1-2 0.035

1-13-2 0.16

30-2-2 <0.005

カ-2 <0.005

22-18-3-2 <0.005

エリア平均 0.18

1-1-2 0.064

30-3-2 0.081

1-2-2 0.046

3-1-2（新設） 0.05

3-2-2（新設） 0.05

3-3-2（新設） 0.05

30-1-2 0.035

1-13-2 0.16

30-2-2 <0.005

カ-2 <0.005

22-18-3-2 <0.005

エリア平均 0.05

【浄化促進により見込まれる効果】

【現況（R3.5）】

: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

R3.12月以降のモニ
タリングで環境基準
に適合したと仮定



1-3-9 浄化促進により見込まれる効果について（エリア② 第３帯水層）

30

1-7-3 30-1-3

1-9-3

1-8-3
29-1-3

カ-3

15-4-2-3

1-10-3

掘削及び揚水浄化により汚染残留箇所の新設井戸がすべて環境基準に適合した場合、エリア②（第３帯水層）も環境
基準（年平均値）に適合することが見込まれる。

30

R3.5 エリア平均 環境基準に適合

【条件】
①エリア②内の井戸の濃度が現状維持で推移
②浄化促進箇所の新設井戸（３本）が環境基準に適合

【浄化促進により見込まれる効果】

1-7-3 0.012

30-1-3 0.013

1-8-3 0.088

29-1-3 0.26

1-9-3 0.13

1-10-3 0.029

カ-3 0.037

15-4-2-3 0.009

エリア平均 0.072

1-7-3 0.012

30-1-3 0.013

1-8-3 0.088

3-1-3 0.05

3-2-3 0.05

3-3-3 0.05

1-10-3 0.029

カ-3 0.037

15-4-2-3 0.009

エリア平均 0.036

【現況（R3.5）】

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

R3.12月以降のモニ
タリングで環境基準
に適合したと仮定



２ 協議事項

2-1．水処理施設の撤去について

31



処理能力 運用 R3.10～R3.11 R3.12～R4.3 R4.4～R4.6

旧施設 60㎥/日

【R3.10～R4.3】

環境基準を超過する

井戸の揚水浄化に使用

【R4.3 撤去着手】

新施設 19㎥/日

【R3.10～R3.11】

環境基準を超過する

井戸の浄化に使用

【R3.12～R4.6】

浄化促進範囲の井戸

の揚水浄化に使用

【R4.6 撤去着手】

2-1-1 水処理施設の運用について

各施設とも運用期間内は処理能力の範囲内で最大限揚水浄化を実施できるよう運用する。

①水処理施設（旧施設）
旧施設（60㎥/日）は令和４年３月に撤去工事に着手する。
撤去までの期間（６カ月間）は遮水壁外の環境基準を超過する井戸の揚水浄化を行う。

②水処理施設（新施設）
浄化促進範囲（揚水実績量：10.15㎥）の揚水浄化に使用する。
第７回委員会において水処理施設（新施設）の撤去について報告する。（9カ月は浄化予定）

32

【水処理施設の運用イメージ】

旧施設
撤去着手
（R4.3）

新施設
撤去着手
（R4.6）

浄化促進
範囲井戸

10.15㎥（見込※）
＋ α

環境基準
超過井戸

33.68㎥
（見込※）

※R2の揚水量実績
に基づく見込量



2-1-2 遮水壁北側近傍における揚水量（見込）について（第２帯水層）

【浄化促進範囲（第２帯水層）の揚水量（実績）】

揚水量（R3.3実績）は「0.15㎥」。
井戸仕上げ時の揚水量を確認して運用する。
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【揚水量（実績）】

第２帯水層（R3.3）

0.15㎥

1-1-2 0.4 ㎥

30-3-2 8.2 ㎥

15-1-2 4.3 ㎥

21-7-2 5.6 ㎥

1-2-2 2.2 ㎥

30-6-2 0.1 ㎥

30-4-2 0.02 ㎥

1-4-2 0.03 ㎥

1-3-2 - ㎥

30-1-2 1.6 ㎥

1-11-2 1.98 ㎥

26-2-2 - ㎥

1-13-2 2.7 ㎥

B7-2 0.3 ㎥

30-2-2 0.9 ㎥

21-6-2 2.5 ㎥

1-12-2 - ㎥

浄化促進範囲
の揚水量（実績）

: 環境基準値の10倍(0.5mg/L)を超過した井戸

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

汚染残留



2-1-3 遮水壁北側近傍における揚水量（見込）について（第３帯水層）

【浄化促進範囲（第３帯水層）の揚水量（実績）】

揚水量（R2.3実績）は「10㎥」。
井戸仕上げ時の揚水量を確認して運用する。
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【揚水量（実績）】

第３帯水層（R2.3）

10㎥

1-7-3 1.1 ㎥

30-1-3 6.6 ㎥

15-1-3 4.5 ㎥

1-8-3 3.4 ㎥

29-1-3 8.4 ㎥

1-9-3 1.6 ㎥

B7-3 - ㎥

1-10-3 2.6 ㎥

14-2-2-3 - ㎥

カ-3 1.6 ㎥

第２帯水層 0.15 ㎥

第３帯水層 10 ㎥

合計 10.15 ㎥

【揚水量（実績）】

浄化促進範囲
の揚水量（実績）

:環境基準値(0.05mg/L)を超過した井戸

: 環境基準値を満たしている井戸

汚染残留
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廃棄物残置エリア

③水処理施設（新施設）
撤去予定（R4.6～R4.9）

2-1-4 水処理施設の撤去時期（見込）について

①掘削・井戸設置
※浄化促進

（R3.11）

④盛土 （R4.9～R4.11）
※水処理施設（新施設）撤去後

廃棄物残置エリアと同じ高さ
まで盛土する。

⑤借地復旧工事
（R4.11～R5.2）

廃棄物撤去エリア

②水処理施設（旧施設）
撤去予定（R4.3～R4.9）

令和５年度以降

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

水処理施設

（新施設　19㎥/日）

対策スケジュール
令和３年度

汚染範囲の掘削・井戸設置

盛土（廃棄物撤去エリア）

借地復旧工事

モニタリング

令和４年度

水処理施設

（旧施設　60㎥/日）

効果確認モニタリング

②撤去工事

掘削・井

戸設置

③撤去工事

仮橋撤

浄化促進範囲の揚水浄化

モニタリング

揚水浄化

揚水停止

揚水浄化

盛土（廃棄物撤
去エリア）

⑤借地復旧工事①
④



２ 協議事項

2-2．支障除去等事業完了後のモニタリングについて
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2-2-1 支障除去等事業完了後のモニタリングについて

令和５年度以降に実施する「リスク管理モニタリング」について、計画案の策定にあたり基本的な考え方（案）を示す。

エリア①
環境基準を満足
（年平均値） エリア②

環境基準を満足
（年平均値）

全ての井戸
環境基準を満足

R5年
4月

リスク管理モニタリング

判断基準 最終目標

R4年
２月

R3年
９月

R3年
4月

効果確認モニタリング
（R3～R4 2年間）

地
下
水
濃
度

対
策
内
容

評

価

エリア①
環境基準を満足
（年平均値）

R4年
10月

水処理施設
（旧施設）
撤去等に
ついて

水処理施設
（新施設）
撤去等に
ついて

支障除去
見込評価

支障除去
完了

第６回委員会
（今回）

第7回委員会 第8回委員会

揚水停止

揚水浄化
（旧施設）

揚水浄化

旧施設
撤去着手
(R4.3)

揚水浄化
（新施設）

新施設
撤去着手
(R4.6)

浄化促進
（R3.12～R4.6）

※浄化促進範囲の
新設井戸で揚水浄化実施

※特措法事業完了後に、地域住民の安心のため
の取組としてモニタリングを実施する。

第６回委員会においてモニタリング方針を提示
し、第７回委員会（R4.2）において計画案を示
す。

※特措法事業の完了の指標



リスク管理モニタリング

令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 備考

エリア①

（遮水壁外、地下水）

・エリアの年平均値が環境基準を満足（判断基準）した時点

で環境基準に適合する井戸はモニタリングを廃止する。（以

降、当該井戸は最終の測定値を適用してエリアの年平均値を

算出する。）

・以降のモニタリングで環境基準に適合する井戸を順次廃止

する。

・地下水下流側への影響を確認する地点を既存井戸から選定

する。

　※令和３年５月時点で環境基準超過が見られる井戸数であ

り、実際は令和４年度末時点のモニタリング結果を基にモニ

タリングを継続する井戸を決定する。

エリア②

（遮水壁外、地下水）

・エリアの年平均値が環境基準を満足した時点で環境基準に

適合する井戸はモニタリングを廃止する。（以降、当該井戸

は最終の測定値を適用してエリアの年平均値を算出する。）

・以降のモニタリングで環境基準に適合する井戸を順次廃止

する。

・エリア①で設定する「地下水下流側への影響を確認する地

点」において環境基準超過が見られた場合に確認を行う地点

を既存井戸から選定する。

　※令和３年５月時点で環境基準超過が見られる井戸数であ

り、実際は令和４年度末時点のモニタリング結果を基にモニ

タリングを継続する井戸を決定する。

効果確認モニタリング

エリア平均（75）
エリア平均

環境基準適合

個別井戸（6※）

エリア平均（21）

個別井戸（9※）
個別井戸

環境基準適合

個別井戸

環境基準適合

特措法事業終了

の判断基準

最終目標
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2-２-2 支障除去等事業完了後のモニタリングの考え方について

40ページ

40ページ

対象物質：1,4-ジオキサン
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2-２-3 支障除去等事業完了後のモニタリングの考え方について

対象物質：1,4-ジオキサンリスク管理モニタリング

令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 備考

河川水

（嘉例川、員弁川）

・河川への影響確認

・H23以降、環境基準に適合。

・令和４年度末時点の状況をふまえて、令和５年度以降の

モニタリングの継続を検討する。

エリア外

（遮水壁外、地下水）

・周辺地域への影響確認。（嘉例川北側及び事案地東側）

・測定開始（H22）から環境基準に適合。

・令和４年度末時点で引き続き環境基準に適合しているこ

とを確認した後、モニタリングを廃止する。

遮水壁内

・H30.12以降、管理値（0.5mg/L）に適合。

・令和４年度末時点で引き続き管理値に適合していること

を確認した後、モニタリングを廃止する。

効果確認モニタリング

個別井戸（9）

（41）

上流（2）、 下流（2）



2-2-3 支障除去等事業完了後のモニタリングについて

40

第２帯水層

第3帯水層

地下水の流向

②遮水壁付近の
モニタリング

地下水下流側のモニタリング例（第２帯水層）
①事案地と嘉例川の中間の位置モニタリングを実施。
②①において環境基準超過がみられた場合、嘉例川付近及び遮水壁付近の井
戸においてモニタリングを実施する等の調査を実施する。
※地点は今後のモニタリング結果をふまえて決定。

①モニタリング位置
（中間地点）

②嘉例川付近の
モニタリング



3 今後のスケジュール
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3 今後のスケジュール

支障除去等事業の完了に向けて対策を進めるとともに、下記のとおり効果検証委員会を開催する。

第７回委員会（令和４年２月） ・・・①支障除去状況について
②水処理施設（新施設）の撤去について
③令和５年度以降のモニタリングについて

第８回委員会（令和４年１０月）・・・①支障除去の確認について
②支障除去等事業の完了の見込

第６回委員会
（R3.9.14）

・支障除去状況に
ついて

・水処理施設（旧
施設）撤去等
について

第７回委員会
（現地開催）

・支障除去状況に
ついて

・水処理施設（新
施設）の撤去等
について

・令和５年度以降
のモニタリング
について

第8回委員会

・支障除去の確認
支障除去等事業
の完了の見込
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・掘削箇所の土
壌及び水質分
析結果報告

※必要に応じて
委員会開催

※掘削範囲のモ
ニタリング結果
を委員に報告

令和５年度以降

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

水処理施設

（新施設　19㎥/日）

対策スケジュール
令和３年度

汚染範囲の掘削・井戸設置

盛土（廃棄物撤去エリア）

借地復旧工事

モニタリング

令和４年度

水処理施設

（旧施設　60㎥/日）

効果確認モニタリング

②撤去工事

掘削・井

戸設置

③撤去工事

仮橋撤

浄化促進範囲の揚水浄化

モニタリング

揚水浄化

揚水停止

揚水浄化

盛土（廃棄物撤
去エリア）

⑤借地復旧工事①
④


